
６
月
２４
日
、
「
Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｂ

講
座
」
（
横
山
亜
由
美
学
生

代
表
・
商
３
）
の
第
１１
回
講

座
が
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
た
。
今
回
は
公
開
講

座
と
し
、
会
員
だ
け
で
な

く
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

見
目
洋
子
商
学
部
教
授
の
ゼ

ミ
生
多
数
が
参
加
し
、
教
室

は
ほ
ぼ
満
席
。

講
師
を
務
め
た
の
は
キ
リ

ン
ビ
ー
ル
㈱
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
部
商
品
開
発
研
究
所
で
新

商
品
開
発
を
担
当
す
る
梶
原

奈
美
子
さ
ん
。
開
発
に
当
た

っ
た
ビ
ー
ル
市
場
に
ノ
ン
ア

ル
コ
ー
ル
と
い
う
新
し
い
ジ

ャ
ン
ル
を
築
い
た
大
ヒ
ッ
ト

商
品
「
キ
リ
ン
・
フ
リ
ー
」。

そ
の
誕
生
の
道
の
り
や
、
キ

リ
ン
ビ
ー
ル
の
「
エ
ビ
デ
ン

ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
（
商
品

を
通
じ
て
分
か
り
や
す
い
根

拠
・
裏
づ
け
の
あ
る
価
値
を

消
費
者
に
提
案
し

て

い

く
）
」
の
考
え
方
が
披
露
さ

れ
た
。

梶
原
さ
ん
は
研
究
開
発
チ

ー
ム
と
と
も
に
、
ア
ル
コ
ー

ル
を
一
切
含
ま
ず
ビ
ー
ル
の

苦
み
と
風
味
を
創
り
出
そ
う

と
１
０
０
回
以
上
の
試
作
を

重
ね
た
と
い
う
。
開
発
か
ら

市
場
導
入
に
至
る
ま
で
一
貫

し
て
持
ち
続
け
た
の
は
、「
社

会
に
貢
献
す
る
商
品
」
を
提

供
す
る
と
い
う
視
点
。
飲
酒

運
転
根
絶
へ
の
願
い
と
と
も

に
、
多
様
な
ノ
ン
ア
ル
コ
ー

ル
へ
の
潜
在
需
要
を
い
ち
早

く
察
知
し
て
開

発
に
着
手
し
た

経
緯
が
あ
る
。

最
後
に
梶
原

さ
ん
は
「
誰
か

の
た
め
に
行
動

す
る
姿
勢
を
大

切
に
。
あ
き
ら

め
な
け
れ
ば
必

ず
道
は
開

け

る
」
と
会
場
の

学
生
に
エ
ー
ル

を
送
っ
た
。

※
【
Ｈ
Ｅ
Ｉ

Ｂ
講
座
】
外
部
講
師
に
よ
る
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
経
済
、
消
費
、

流
通
な
ど
の
講
演
や
企
業
見
学

な
ど
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通

し
て
資
質
を
磨
く
、
女
子
学
生

の
た
め
の
総
合
教
養
講
座
。
興

味
の
あ
る
学
生
は
エ
ク
ス
テ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
事
務
課
へ
。

・日時＝９月２０日（月・祝）１３時から１６時

・会場＝松戸商工会議所５F 大会議室

・基調講演「地域を知り、地域を結ぶ地図

情報」熊木洋太文学部教授

・パネルディスカッション

◇上原秀明文学部教授・双木俊介氏（平１７

院文修・筑波大学大学院人文社会科学研

究科博士課程）

「地図で読み解く近代松戸の景観像」

◇福島義和文学部教授

「現代の松戸とその課題」

◇小林孝秀・松戸市立博物館学芸員（平２２

院文博）

「地図で読み解く古代の松戸」

※当日は１０時から旧水戸街道宿場町のエ

クスカーションを実施します。

 専修大学松戸高校 ☎０４７（３６２）９１０１

担当：泉 貴久氏

横
浜
市
内
の
小
学
校
長
を

長
く
務
め
、
現
在
は
「
地
理

歴
史
科
教
育
論
」「
教
育
職
員

論
」
な
ど
を
担
当
す
る
卒
業

生
の
岩
田
公
夫
非
常
勤
講
師

（
昭
４５
文
）
は
、
「
夢
の
実
現

の
た
め
、
後
輩
の
力
に
な
り

た
い
」
と
、
授
業
時
間
以
外

に
も
相
談
に
乗

っ
て
い
る
∥
写

真
。本

学
で
は
、

玉
川
大
学
と
の

提
携
プ
ロ
グ
ラ

ム
な

ど

に

よ

り
、
小
学
校
教

員
を
目
指
す
学

生
が
増
え
て
き

て
い
る
。
横
浜

市
教
育
委
員
会

で
採
用
に
も
携
わ
っ
た
経
験

を
持
ち
、
「
ど
う
す
れ
ば
、

『
夢
』
を
実
現
で
き
る
か
」

迷
い
、
悩
ん
で
い
る
学
生
に

道
筋
を
教
え
て
く
れ
る
。

「
経
済
的
理
由
で
断
念
せ

ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
学
生

に
は
、
非
常
勤
講
師
と
し
て

し
ん

し

実
績
を
積
み
、
真
摯
な
姿
勢

を
認
め
て
も
ら
え
れ
ば
、
校

長
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
、
仕
事
が
つ
な
が
っ
て
い

く
と
伝
え
て
い
ま
す
。
横
浜

市
が
実
施
し
て
い
る
『
よ
こ

は
ま
教
師
塾
』
に
入
る
方
法

も
あ
り
ま
す
。
経
験
か
ら
得

た
も
の
を
若
い
世
代
に
伝
え

て
い
く
こ
と
が
、
私
の
使
命

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話

す
。教

員
に
必
要
な
資
質
の
第

一
は
、
「
明
る
さ
」
だ
と
い

う
。
「
常
に
笑
顔
で
い
ら
れ

る
こ
と
。
子
ど
も
た
ち
か
ら

信
頼
さ
れ
る
に
は
、
ど
ん
な

と
き
も
変
わ
ら
ぬ
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
で
接
す
る
こ
と
が
大

切
な
の
で
す
」。
さ
ら
に
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

高
さ
。
問
題
が
起
き
た
と

き
、
一
人
で
抱
え
こ
ま
ず
に

す
ぐ
に
相
談
す
る
姿
勢
も
重

要
で
す
」
と
話
す
。

横
浜
国
立
大
学
大
学
院
に

在
学
し
な
が
ら
、
小
学
校
教

員
を
目
指
す
吉
田
理
実
さ
ん

（
平
２１
文
）は「
夢
」を
実
現
し

た
先
輩
の
紹
介
で
卒
業
後
、

相
談
に
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。「
中
学
の
教
育
実
習
で
生

徒
と
触
れ
合
う
う
ち
に
、
も

っ
と
心
の
発
達
に
か
か
わ
り

た
い
と
思
い
、
目
標
が

変
わ
り
ま
し
た
。
先
生

か
ら
現
場
の
話
を
う
か

が
い
、
さ
ら
に
希
望
が

強
く
な
り
ま
し
た
し
、

論
文
を
添
削
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
自
分
な

り
の
問
題
意
識
を
持

ち
、
考
え
を
ま
と
め
る

力
が
つ
い
て
き
た
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
」。

「
目
的
に
向
か
っ

て
、
ま
ず
動
き
出
す
こ
と
。

今
の
教
育
現
場
は
精
神
的
に

タ
フ
な
人
材
を
求
め
て
い
ま

す
。
教
員
を
目
指
す
専
大
生

は
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
ほ
し
い
。
ア
ド
バ

イ
ス
の
時
間
は
惜
し
み
ま
せ

ん
」
と
話
す
岩
田
講
師
に
相

談
希
望
の
学
生
は
学
生
相
談

室
ま
で
。

文
・
新
井
ゼ
ミ
生
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
特
集
番
組

「
戦
地
か
ら
の
手
紙
」に
出
演

軍
事
郵
便
を
読
み
解
き
、
戦
争
を
考
え
る
実
習

を
展
開
し
て
い
る
文
学
部
人
文
学
科
歴
史
学
専
攻

の
新
井
勝
紘
ゼ
ミ
の
ゼ
ミ
生
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ

の
特
集
番
組
「
戦
地
か
ら
の
手
紙
」
（
８
月
１５
日

の
深
夜
・
零
時
２０
分
～
２
時
３０
分
）に
出
演
す
る
。

収
録
は
６
月
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
、
新

井
教
授
と
ゼ
ミ
生
８
人
が
参
加
し
、
ゼ
ミ
授
業
の

様
子
が
撮
影
さ
れ
た
∥
写
真
。
ま
た
、
同
じ
く
Ｎ

Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
報
道
番
組
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現

代
」
に
も
出
演
。
放
映
は
８
月
２
日
の
予
定
。

６
月
１３
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
関

東
学
生
法
学
連
盟
の
「
関
東
学
生
法
律

討
論
会
」
が
開
催
さ
れ
、
法
学

研
究
会
の
韮
澤
潤
一
さ
ん
（
法

２
）
∥
写
真
∥
が
立
論
の
部
で

３
位
に
入
賞
し
、
同
研
究
会
が

総
合
２
位
と
な
っ
た
。

韮
澤
さ
ん
は
「
２
、
３
年
次
の
有
志

と
一
緒
に
、
５
月
中
旬
か
ら
本
格
的
に

立
論
と
質
疑
に
向
け
た
検
討
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
論
旨
完
成
に
向
け
、
徹
夜

で
議
論
し
た
こ
と
な
ど
、
良
い
経
験
が

で
き
ま
し
た
。
討
論
に
慣
れ
て
い
な
い

た
め
、
特
に
質
疑
が
難
し
く
、
先
輩
方

と
の
練
習
で
少
し
ず
つ
克
服
し
て
い
き

ま
し
た
。
そ
の
成
果
も
あ
り
、
壇
上
で

は
気
負
わ
ず
に
発
表
で
き
ま
し
た
。
入

賞
は
み
ん
な
の
サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ
で

す
」
と
振
り
返
っ
た
。
畑
聡
一
郎
代
表

（
法
３
）は「
近
年
、討
論
会
で
は
安
定
し

た
結
果
を
残
せ
て
い
ま
す
。
継
続
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
の
で
、
こ
の
経
験
を

つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
」と
話
し
た
。

昨
秋
の
討
論
会
の
結
果
と
合
わ
せ
、

１２
月
に
行
わ
れ
る

全
日
本
学
生
法
律

討
論
会
の
出
場
権

を
獲
得
。
「
出
場

す
る
か
ら
に
は
優

勝
目
指
し
、
全
力
を
尽
く
し
ま
す
」
と

意
気
込
み
を
語
っ
た
。

ま
た
、
今
回
は
０６
年
の
全
日
本
学
生

法
律
討
論
会
以
来
と
な
る
主
催
校
を
担

当
し
た
。
畑
代
表
は
「
全
員
が
初
め
て

経
験
す
る
な
か
、
運
営
に
携
わ
っ
た
会

員
の
頑
張
り
の
お
か
げ
で
、
ス
ム
ー
ズ

に
進
行
し
、
良
い
討
論
会
に
な
り
ま
し

た
」
と
話
し
た
。

―
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
を
き

れ
い
に
し
よ
う
―

７
月
３１
日
（
土
）
、
１０
時
か

ら
１２
時
ま
で
、
学
生
自
治
会
・

二
部
学
生
会
が
合
同
で
、
地
域

貢
献
活
動
と
し
て
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
周
辺
を
３
コ
ー
ス
に
分
か

れ
て
清
掃
活
動
を
行
う
。
小
雨

決
行
。

参
加
者
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
学
生

自
治
会
か
ら
は
「
さ
く
ら
ベ
ー

カ
リ
ー
」
の
パ
ン
が
、
二
部
学

生
会
か
ら
は
飲
み
物
が
配
布
さ

れ
る
。
７
月
１９
日
ま
で
に
学
生

生
活
課
（k

g
a
k
u
s
e
i
@
a
c
c
.

s
e
n
s
h
u

-u
.
a
c
.
j
p

）
に
申

し
込
み
を
。

《
学
生
相
談
室
・
夏
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
》
参
加
者
募
集

毎
年
好
評
の
夏
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
た
い
、

よ
り
良
い
人
間
関
係
を
築
き
た

い
…
と
思
っ
て
い
る
人
に
お
勧

め
の
企
画
で
す
。

▽
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

仕
方
を
学
ぶ
―
対
人
関
係
理
解

の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
∥
８
月

３
、
４
日
（
通
い
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
）
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
、
６

０
０
円
▽
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
グ

ル
ー
プ
―
人
間
関
係
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
∥
９
月
８
～
１０
日
・
２

泊
３
日
、
軽
井
沢
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
ス
、
８
５
０
０
円
▽
よ
り
良

き
自
己
表
現
を
学
ぶ
―
ア
サ
ー

シ
ョ
ン
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
∥
９

月
１６
、
１７
日
（
通
い
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
）
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
、

６
０
０
円

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

掲
示
で
確
認
を
。

６
月
２０
、
２７
の
両
日
、
日
本

大
学
で
行
わ
れ
た
関
東
大
学
将

棋
連
盟
の
新
人
戦
で
将
棋
研
究

同
好
会
（
代
表
∥
田
沢
拓
也
さ

ん
・
経
済
３
）
の
藤
原
哲
さ
ん

（
ネ
ッ
ト
情
報
１
∥
写
真
左
）

が
島
田
雄
一
朗
さ
ん
（
商
１
∥

同
右
）
と
の
専
大
対
決
を
制

し
、
優
勝
し
た
。

藤
原
さ
ん
は
全
国
高
等
学
校

将
棋
竜
王
戦
の
群
馬
県
大
会
を

連
覇
し
、
全
国
大
会
に
出
場
し

た
期
待
の
ル
ー
キ
ー
で
、
４
月

の
関
東
大
学
春
季
個
人
戦
で
ベ

ス
ト
１６
入
り
。
新
人
戦
は
「
優

勝
で
き
る
と
は
思
っ
て
い
な
か

っ
た
の
で
、
驚
い
て
い
ま
す
」

と
話
し
た
。
島
田
さ
ん
は
「
う

れ
し
い
で
す
。
今
後
も
大
学
の

名
前
を
広
め
ら
れ
る
よ
う
、
頑

張
り
ま
す
」
と
語
っ
た
。

ま
た
、
同
会
は
今
春
の
関
東

大
学
団
体
戦
の
Ｂ
２
級
で
２
位

と
な
り
、
Ｂ
１
級
に
昇
格
。
山

川
照
生
さ
ん
（
法
２
）
は
「
他
大

学
と
の
合
同
練
習
の
機
会
を
多

く
設
け
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図

っ
て
い
ま
す
。
秋
季
は
最
上
位

で
あ
る
Ａ
級
昇
格
を
目
指
し
ま

す
」
と
意
気
込
み
を
話
し
た
。

６
人
の
学
生
が
、
多
摩
川
の

エ
コ
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
８
月
７
日
、
１５
時
か
ら
多

摩
区
の
二
ヶ
領
せ
せ
ら
ぎ
館
下

河
川
敷
で
行
わ
れ
る
「
夕
涼
み

コ
ン
サ
ー
ト
」
と
同
時
開
催

で
、
多
摩
川
に
落
ち
て
い
る
木

を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
飾
り
付

け
、
花
瓶
を
作
る
フ
ラ
ワ
ー
ベ

ー
ス
作
り
体
験
を
行
う
。

教教
育育
現現
場場
のの
体体
験験
をを
伝伝
ええ
るる

専
大
対
決
制
し

藤
原
さ
ん
優
勝

岩
田

公
夫

商
学
部
非
常
勤
講
師

講師の梶原さん

多様な潜在需要から
「キリン・フリー」開発

関東学生法律討論会

韮
澤

潤
一
さ

ん

（
法
２
）

教教員員ににななりりたたいい

立
論
の
部
で
３
位
入
賞

梶原奈美子さん講演

―〝夢〟を応援―

法
学
研
究
会
は
総
合
２
位

▲ ＨＥＩＢ会員だけでなく、

多くの男子学生も聴講

〈
課
題
解
決
型
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
・
多
摩
川
エ
コ
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
〉

Cｌ
ｅ
ａ
ｎ
T
ｏ
ｗ
ｎ

２
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